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１．工 事 概 要 

 

（1） 工 事 物 件 区営上井草二丁目アパート 

 

（2） 工 事 名 区営上井草二丁目アパート 外壁修繕･手摺改修工事 

 

（3） 工 事 場 所 東京都杉並区上井草2-39-16、23 

 

（4） 発 注 者  

 

（5） 建 物 構 造 等 鉄筋コンクリート造 地上3階建 2棟 延床面積 1046.13㎡ 

 

（6） 竣 工 年 月 1975年 

 

（7） 居 住 区 分 総戸数21戸（住戸21戸） 

 

（8） 工 事 種 目  

 

 

 

（9） 工 事 期 間  

（10） 現 場 条 件 

① 現場所長  当該工事を管理する現場所長は有資格者(1・2級建築士、1・2級建築

施工管理技士以上)又は集合住宅改修工事管理経験者とし、法令に基

づき配置する。但し、法改正等により要件変更となった場合には、発

注者及び受注者での協議により変更することができるものとする。 

② 工事責任者  工事責任者は現場所長を補佐し、現場所長に準ずる経験又は資格を有

するものとする。工事期間中は常駐管理とする。 

③ 作業員  当該工事に従事する作業員は、当該敷地内にいる間、不審者と区別す

るために必ず受注者名入りのﾍﾞｽﾄ又は腕章、もしくはこれに類する何

れかを着用する。 

➃ 作業員の識別  作業責任者は一般作業員と区別出来るものとする。 

尚、法令上必要な資格証を常時携帯する必要がある有資格者は、資格

証を常時携帯すると共に求められた時に速やかに提示出来るようにす

る。又、現場所長は、当該工事に従事する作業員の名簿(作業員の有

資格等を明記)を現場内に保管する。 

⑤ 作業時間  平日の作業可能時間は午前8時より午後6時までとする。又、原則とし

て土曜・日曜・祝日は休日とする。但し、作業区切り及び工程の関係

で作業時間の延長あるいは休日の作業を実施する場合は、事前に発注

者の許可を得る。 

 

①共通仮設工事 ②足場仮設工事 ③ ｼｰﾘﾝｸﾞ工事 

④外壁調査工事 ⑤躯体補修工事 ⑥内外壁塗装工事 

⑦鉄部塗装工事 ⑧建築他改修工事  
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（11）契約不適合責任期間   本工事の契約不適合責任期間は以下のとおりとする。また、受注者は、

工事完成引渡後、速やかに工事保証書を提出する。契約不適合責任開

始日は検収日(検査合格日)とする。天災地変、人為的及び本工事以外

に起因するものは除くものとする。 

※「環境対応型ｳﾚﾀﾝ」に関しては法令遵守の上、発注者指示の場合は、

「一般型ｳﾚﾀﾝ」とする事が出来る。 

① 外壁躯体補修工事(補修部の欠落、鉄筋爆裂、漏水)について 5年 

② 外壁躯体補修工事(補修部のﾀｲﾙの剥落)について 5年 

③ ｼｰﾘﾝｸﾞ工事面からの漏水について 5年 

④ 内外壁塗装塗膜の著しい剥離、著しい褪色、著しい変色について 5年 

(※但し、防水を施工していない箇所からの浸水に起因するものは除く) 

⑤ RC上裏、天井面塗装塗膜の著しい剥離、著しい褪色、著しい変色について 3年 

(※但し、防水を施工していない上階床からの漏水に起因するものは除く) 

⑥ 鉄部塗装塗膜の著しい発錆及び著しい剥離について 2年 

⑦ 建築他改修工事面の機能低下について 1年 

 

 

 

（12）ｱ ﾌ ﾀ ｰ 点 検  ｱﾌﾀｰ点検は原則、2年目点検とし、工事完成後2年6ヵ月経過前まで

に実施する。  

※ 工事完成・・・検収日(検査合格日)とする。 
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２．一 般 共 通 仕 様 書 
 

（1） 工事の目的 

改修工事を行う事により、その耐用年数を延ばし、建物内外の美装をもって環境の向上と

資産価値の維持・向上を目的とする。 

 

（2） 施工の特殊性 

本工事は日常生活を営んでいるアパート内の改修工事であり、その財産・生活環境・生活

ﾘｽﾞﾑの保全に十分注意し安全を第一とする。 

 

（3） 設計図書の優先順位 

本工事の設計図書の優先順位は下記による。 

① 本仕様書 

② 見積内訳書 

③ 東京都建築工事標準仕様書令和2年度版 

④ 公共建築改修工事標準仕様書令和4年版(国土交通省大臣官房官庁営繕部監修) 

                                         

（4） 発注者と受注者の工事遂行に関する取り決め 

発注者と受注者間の工事施工に関する、報告・連絡・相談体系を工事着手前に予め決定す

る。 

① 定期報告会の開催時期・開催場所・参加者に関する事項。 

② 工程表及び施工計画書の確認方法に関する事項。 

③ 工事予定及び広報の方法に関する事項。 

④ 色彩計画・使用材料・工法・性能の確認方法に関する事項。 

⑤ 設計変更・数量変更及び軽微な変更内容の指示・確認方法に関する事項。 

⑥ 発注者の工事中の立会い・確認の有無、実施時期、対象工事、立会い者に関する事項。 

⑦ 各種新規製作物の確認方法に関する事項。 

 

（5） 疑義 

設計図書他に於いて相違する場合、明記の無い場合又は疑義が生じた場合は速やかに(4)

の取り決めにより発注者と協議し、決定する。 

 

（6） 軽微な変更 

既存の状態、取り合わせなどの関係で軽微な変更をする場合は、(4)の取り決めにより発

注者の許可を得る。 

この場合は契約金額の増減をしない。 

 

（7） 設計変更・数量変更  

① 設計変更 

発注者の希望によりあるいは(6)に該当しない設計変更が生じた時は、受注者は見積

書を作成し、(4)による取り決めにより対応する。 

② 数量変更 

躯体補修工事等の施工数量について、契約時に確認できない部位は、足場仮設工事完
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了後に施工箇所をﾁｪｯｸした調査記録及び写真記録を作成し、発注者と協議の上数量を

確定する。 

 

（8） 工程表及び施工計画書 

着工に先立ち、工程表・足場仮設・工事管理・安全管理・仮設設備・施工等についての施

工計画書を作成する。同時に現場所長の経歴書を作成し、発注者に提出する。尚、工程表

に受注者自主検査日、及び発注者と取り決めがあった場合はその各検査日を記入する。 

 

（9） 材料 

① 仮設資材及び特に指定されたもの以外は、すべて新品とする。 

② 足場材等安全設備については、現場受入時に支障となる資材及び損傷資材がないか全

数確認し、不合格品は直ちに場外に搬出する。 

③ 材料は指定の場所に整理して保管し、不合格品は直ちに場外に搬出する。 

④ 使用する材料、仕上の程度、色合い等は予め見本を発注者に提出し確認をとる。   

  

（10）工事の検査 

(4)の取り決めに従い発注者が検査を行う場合、各工事の予め設定した時期に検査を受け、

確認を得た後、次の工程に移る。工事後に検査が不可能又は困難な工事はその施工に当た

り(4)の取り決めにより対応する。尚、立会いが出来ない場合は受注者が検査を行い、施

工前・施工後の対比が出来る写真を撮り、書類にて発注者に報告し検査に代える。 

 

（11）別途工事 

本工事は共用部分の工事であり、専有部分の工事は原則別途とする。又、工事期間中の見

積内訳明細書内容以外の工事は軽微な変更を除き別途とする。 

 

（12）施工に伴う脱着工事 

大型の給湯器や室外機、階数表示板、雨樋等の形状や設置方法により脱着が不可能な場合

及び、着工後に脱着不可能と判断される場合がある事について契約前に発注者に承認を得

ておき、該当箇所があった場合は発注者と協議の上施工範囲を決定し別途精算事項する。 

 

（13）官公庁等への手続き 

必要な諸手続きは遅滞なく行い、これに必要な経費は受注者の負担とする。 

 

（14）工事現場の管理 

関係法規に従い、工事現場の作業員の監督、風紀衛生の取り締まり並びに火災・盗難・交

通事故・その他事故の防止に留意し、常に工事現場を整理整頓する。 

 

（15）養生その他 

工事中は工事に必要な養生を行う。必要に応じて隣接建物・道路・その他に対しても損害

を与えないよう養生する。 

製品清掃に関しては、製品に有害な付着物が無い事を確認した上で製品特性に適した洗浄

剤を使用する。又、清掃用具(布等)にも有害な薬品が付着していない事を確認する。特にｽ

ﾃﾝﾚｽ・ｱﾙﾐ製品に塩素系薬品が付着した状況で拭き清掃を行うと点錆を発生させる恐れが

あるため、完全に除去した後に中性洗剤による清掃、又はから拭き清掃を行う。 
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（16）工事に関する協議及び報告等 

① 定期報告会・・・ 工事期間中、工事の円滑・安全な実施を図るため、受注者は、発

注者又は発注者の指定する者と、(4)の取り決めに従い定期報告会

を設ける。定期報告会の設定は夜間及び休日を含む。議事録の作

成担当者は受注者とし、提出は次回報告会までとする。 

② 内容・・・ 工事進捗、居住者対策及び協議必要事項等とする。 

 

（17）工事予定と広報 

① 工事説明会・・・ 主催は発注者とし、受注者は協力する。 

② 広報・・・ 居住者や近隣に影響を及ぼす工事にかかる時は、受注者の責任に 

おいて、掲示・お知らせﾁﾗｼ各戸配付等により工事の予定・概要を

PRする。 

           気象その他の状況により変更する場合も再度PRする。 

尚、受注者はいずれの場合にも(4)の取り決めにより発注者と密接

な連絡・調整を行う。 

 

（18）後片付け・清掃 

当日、作業を完了した部位毎に、後片付け清掃を行う。 

 

（19）竣工時清掃 

工事を完了した部位毎に、全ての養生等を撤去し、手作業による拭き・掃き程度の清掃を

行い、工事部位周囲を工事着工前の状態に戻す。 

 

（20）竣工検査 

発注者・受注者の立会いで行い、手直し及び残工事がある場合はそれが完了後、再検査も

しくは写真による報告を(4)の取り決めにより対応する。尚、検査合格日を工事完成引渡

日(検収日)とする。 

 

（21）工事竣工図書 

工事完成引渡後 1 ヶ月以内に下記の書類及び発注者の要求する各書類を提出する。 

① 工事請負契約書及び契約約款の写し 

② 工事保証書 

③ 出荷証明書 

④ 契約見積書の写し 

⑤ 工事仕様書 

⑥ 使用材料一覧表 

⑦ 決定色一覧表 

⑧ 工事のお知らせ(小冊子)・お知らせ(配付ﾁﾗｼ) 

⑨ 打合せ議事録・打合せ資料(増減工事に関わる書類等) 

⑩ 全体工程表(実施工程表とする) 

⑪ 週間工程表 

⑫ 事前調査ｱﾝｹｰﾄ 

⑬ 完了ｱﾝｹｰﾄ 
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⑭ 仮設計画図(総合仮設計画図) 

⑮ 補修数量表 

⑯ 補修図面 

※躯体補修工事部位については、施工部分を明記した補修図面を受注者が作成し、工

事完成引渡後に提出する。 

⑰ 工事写真 

※施工前・工程毎・施工後及び竣工写真を受注者が作成し、工事完成引渡後に提出す

る。 

⑱ 各種製作図・施工図 

※受注者は施工に関する各部位にて、製作や納まり等必要に応じて詳細図や納まり図

を作成する。現状の形態や意匠及び性能に変化が生じる場合は2部作成し、発注

者・受注者の双方が押印し、双方にて各々保管する。竣工後、発注者より押印済発

注者保管の承認図を預かり、工事完成引渡後に提出する。 

 

（22）特許に関する注意 

各工事に特許に触れるものがある場合は、受注者の責任において、事前に手続きを完了さ

せる。 

 

（23）工事保険 

受注者は第三者賠償責任保険(一事故15億円以上)に加入し、着工前にその写しを発注者に

提出する。 

 

（24）ｱｽﾍﾞｽﾄ対策 

本工事において、ｱｽﾍﾞｽﾄ含有の恐れがある建材に関しての含有調査費用は発注者負担とす

る。又、防水材・ﾊﾟｰﾃｰｼｮﾝﾎﾞｰﾄﾞ・塩化ﾋﾞﾆﾙ樹脂床材等について、ｱｽﾍﾞｽﾄ含有の確認が破

壊調査(ｻﾝﾌﾟﾙ採取)となり契約締結後の調査となるため、別途追加調査・工法変更が発生す

る。ｱｽﾍﾞｽﾄ含有調査の結果含有が認められた場合、含有建材の撤去方法・工事場所の養生

方法・撤去建材の集積運搬方法・処分方法等を発注者と協議の上決定する。ｱｽﾍﾞｽﾄ含有建

材の処理が一般建材(ｱｽﾍﾞｽﾄの含有が認められない建材)の処理と異なる場合、発注者と協

議の上、それに伴う工事金額の増減を実施する。 

ｱｽﾍﾞｽﾄの含有が確認された建材に対して行う補修・撤去工事等は、関係法令及び所管の行

政機関の指導に則り実施する。 

ｱｽﾍﾞｽﾄ含有面(仕上塗材・塗装下地材・ﾀｲﾙ下地材)への施工及び足場繋ぎ設置については、

粉じん等の飛散を防止する措置(剥離剤・湿潤化・粉じんの飛散を防止するための工具等

の使用・作業範囲の部分的な隔離・補修対象範囲の塗膜・下地材の撤去等を含む)を講じ

る。工法及び養生については、施工要領書を作成し発注者の承認を得る。但し、除去を行

う場合は原則湿潤化とする。電動工具(電気ｸﾞﾗｲﾝﾀﾞｰ等)を用いる場合は、湿潤化に加えて

隔離養生を行う。 

湿潤化を行う事が著しく困難な場合は、HEPAﾌｨﾙﾀｰ付きの十分な集塵機能を有する電動工

具や隔離養生(負圧不要)等の飛散防止措置を実施すること。 

十分な集じん機能を有する集じん装置付き電動工具を使用する場合は、隔離養生を不要と

する。 

※環境省通知(環水大大発第1705301号)「石綿含有仕上塗材の除去等作業における石綿飛

散防止対策について」に基づく、ｱｽﾍﾞｽﾄを含有する仕上塗材 (既存塗装塗膜)面の補修工事
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に限りﾚﾍﾞﾙ1までの工事に対応することとする。(ﾚﾍﾞﾙ1建材である耐火被覆や断熱材、保

温材は不可) 
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３．特 記 仕 様 書 
 

３－１．共通仮設工事 

（1） 工事用仮設物 

工事用仮設物は、予め仮設物の設置予定場所及び規模・形式を明記した仮設計画図を作成

し、発注者の承認を得る。仮設物は完全施錠の出来るものとする。  

① 現場事務所・作業員詰所 

(個人情報保護の観点から、現場所長・工事責任者が現場事務所を離れる場合は施錠

できる形態とする。) 

現場事務所兼作業員詰所(ﾕﾆｯﾄﾊｳｽ)は断熱ﾊﾟﾈﾙ式とし、本工事敷地内の集会棟前に設

置し、下記の物等を備品として設置する。 

(a) 事務机・ﾃｰﾌﾞﾙ (b) 椅子 (c) 月別予定表白板 

(d) 消火器 (e) 救急箱 (f) ﾊﾟｿｺﾝ 

(g) 複合機(電話・FAX含む) (h) 来客用ﾍﾙﾒｯﾄ (i) 来客用安全帯 

(j) ｴｱｺﾝ (k) ｼｭﾚｯﾀﾞｰ (l) 施錠可能な書庫 

② 資材倉庫 

資材倉庫(ﾕﾆｯﾄﾊｳｽ)は本工事敷地内の16号棟西側に設置し、完全施錠の出来る資材倉

庫として、消防法に規定する危険物は当該法令(換気扇等の必要設備を設ける等)を遵

守し、工事に必要な最低量のみを保管する。 

③ 廃材置場 

廃材置場(ﾌﾚｺﾝﾊﾞｯｸﾞ置き)は本工事敷地内の集会棟前に設置し、工事の進行に伴い発

生する廃材は、廃材置場に一時保管して規定数量になり次第搬出する。 

④ 仮設ﾄｲﾚ 

本工事敷地内の集会棟前に、原則水洗式の仮設ﾄｲﾚを設置し、清掃等十分に行い使用

する。 

⑤ 仮囲い 

工事用仮設物の設置にあたり、防犯及び居住者からの目隠しの為に設置物の廻りに万

能板、又はｶﾞｰﾄﾞﾌｪﾝｽ等(倒壊防止措置含む)による、部位ごとに適した仮囲いを行う。 

部位 仕様 高さ 

設置物廻り ｶﾞｰﾄﾞﾌｪﾝｽ(B型ﾊﾞﾘｹｰﾄﾞ程度) 1,800mm 

⑥ 床養生 

廊下等の床養生に使用する養生ｼｰﾄは、滑り及びつまずき等を防止するため下記に示

す材料又は同等品とする。 

部 位 仕様(商品名) 厚 さ 参考ﾒｰｶｰ 

各階床 塩ﾋﾞ製ｴﾝﾎﾞｽｼｰﾄ(黒) 0.15㎜ 大塚刷毛製造(株) 

⑦ 一般養生 

作業時及び材料運搬時に接触等で破損の恐れのある部位はｺﾝﾊﾟﾈ等を用いて破損防止

養生を行う。 

 

（2） 仮設電話  ※(1)-①-(g)複合機(電話・FAX含む) (転送電話設定含む) 

現場事務所に仮設電話・FAX付きの複合機を設置し、使用料は受注者負担とする。 
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（3） 工事用電力 

工事に使用する電力は外部から工事用に引き込み使用し、その設備費用及び使用料金は受

注者の負担とする。但し、集会室や管理室等建物施設を現場事務所や作業員詰所として使

用する場合は、既設の照明器具や現場事務所等で使用する備品の使用料金は発注者の負担

とする。 

 

（4） 工事用用水 

工事に使用する用水は共用部の水源(散水栓)より分岐して使用する。その使用料金は発注

者負担とし、設備に関わる費用は受注者の負担とする。但し、発注者のﾒｰﾀｰを経由せずに

使用する場合は、設備設置費及び使用料金共、受注者の負担とする。 

 

（5） 排水設備 

溜め桝(沈殿桝)付きの排水設備を受注者負担にて設置する。又、沈殿物の処理は受注者が

当該法令を遵守し、適切に処理する。 

 

（6） 廃材処理 

産業廃棄物となる廃材は、当該法令を遵守し、公的許可を得た業者によって廃棄処理後、

その廃棄証明書を保管する。尚、廃材は分別することを原則とする。該当する廃材は、建

設ﾘｻｲｸﾙ法に準じて廃棄する。 

 

（7） 隣地等の借用 

工事に関連して隣地等を借用する場合、これに発生する費用は発注者負担とする。借用す

るにあたっては、工事着工前（または契約締結前）に発注者と隣地所有者間の協議締結を

行う事とする。受注予定者は発注者と協議の上、発注者と隣地所有者間の協議を補助する。

但し、工事着工前（または契約締結前）に協議締結に至らなかった場合の対応は、別途発

注者と受注予定者で協議を行う。 

尚、工事に直接起因しない事故・盗難等について、受注者は責任を負わないものとする。 

 

（8） 仮設物の影響による植栽の取り扱いについて 

受注者は、本工事の施工による植栽に対する生育の影響を抑えることに配慮し、仮設物の 

設置方法や作業動線を工夫する等に努める。 

本工事に関する仮設物の設置(共通仮設・足場仮設)やその他作業を実施するにあたり、既

存の植栽が支障となる場合は、発注者と受注者で協議の上、植栽の剪定等必要な対応(枝

払い程度)を行う。 

但し、上記と同様の事由により植栽の移植及び植栽の撤去(伐採・伐根)を行う必要がある

場合については、事前に発注者の承認を得て有償工事として対応する。実施については、

協議の上、着手する。 

 

（9） 喫煙 

あらかじめ発注者の了承を得た上で、定められた喫煙所のみで喫煙する。喫煙所には、吸

殻入れ・消火用水又は消火器を設置する。 
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（10）保安員等の配置 

現場の状況、作業の方法に応じて、適宜保安員等を配置する。保安員には、現場状況・危

険防止等について十分周知を図る。 

 

（11）ﾊﾞﾙｺﾆｰ内乗り入れ設備 

足場からﾊﾞﾙｺﾆｰへ乗り込む際、昇降設備を使用する。 

 

（12）ｾﾝｻｰﾗｲﾄ 

足場出入口部には、ｾﾝｻｰﾗｲﾄを設置する。 
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３－２．足場仮設工事 

（1） 鋼製足場 

足場仮設工事に際しては、予め仮設計画図書を作成し、発注者に提示する。尚、必要に応

じて工事工程に合わせて労働基準監督署へ機械設置届を提出し、許可を得ておくものとす

る。 

本工事に使用する足場は主として鋼管枠組足場(W＝600mm)・ﾋﾞﾙ工事用ｸｻﾋﾞ緊結式足場

とし、敷地の関係等でこれが設置出来ない場合は、単管ﾌﾞﾗｹｯﾄ及び単管抱き足場とする。 

尚、鋼管枠組足場・ﾋﾞﾙ工事用ｸｻﾋﾞ緊結式足場は先行手摺足場(据置式)とする。 

ｱｽﾍﾞｽﾄ含有塗材面(仕上塗材・塗装下地材)への足場繋ぎ施工、及びｱﾝｶｰﾌﾞﾗｹｯﾄのｹﾐｶﾙｱﾝｶｰ

施工等のせん孔作業については、ｱﾝｶｰ孔あけ時に粉じんの飛散を防止する措置(粉じんの

飛散を防止するための工具使用を含む)を講じる(２．一般共通仕様書 ｱｽﾍﾞｽﾄ対策を参照)。 

 

A． 【鋼管枠組足場】 

1  足場高さ 原則、高さ45m以下とする。それを超える場合は、関係法令に則り、強

度計算にて安全を確認することとする。 

2  許容積載荷重 建枠幅600mm(床付布板500mm 1枚敷) ：250Kg 

3  墜落防止措置 墜落防止措置として、足場外側に高さ150mm以上400mm以下の位置に

下桟、又は高さ150mm以上の幅木、あるいは手摺枠を設置する。 

但し、墜落の恐れが有る場合は上記仕様を足場外側及び内側に設置す

る。又、床材と建地との隙間は120mm未満とする。 

4  足場の最上層立上り 建物最上部よりH=900mm以上とする。又、足場最上段は枠組とし支柱

手摺は原則禁止とする。 

5  足場繋ぎ ｱﾝｶｰはｽﾃﾝﾚｽ製とし、先端を躯体面より10mm以上埋め込む。 

又、足場繋ぎ1段目は、枠組建地3段以下に取付とし、2層2ｽﾊﾟﾝ以内とす

る。尚、建物最上部には、必ず足場繋ぎを設ける。 

ｺﾝｸﾘｰﾄ打放し面、石材調仕上面に繋ぎをとる場合は、ﾌﾟﾚｰﾄｱﾝｶｰを使用

する。使用するﾌﾟﾚｰﾄｱﾝｶｰは、ｺﾝｸﾘｰﾄ打放し面、石材調仕上面へはゼン

技研(株)RCT-107程度又は同等品、吹付ﾀｲﾙ面へはRCT-88程度又は同等

品とする。但し、所轄労働基準監督署の指導に従う。また、足場繋ぎ撤

去後の跡補修は3-4.躯体補修工事 足場繋ぎ跡補修による。 

 

 

 

 

参照：ゼン技研(株)ｶﾀﾛｸﾞより 

6  足場昇降設備 原則、昇降設備は昇降階段を設置すること。W=900mm以上の枠組足場

が設置できない場合や梁枠設置のため地上まで昇降階段が設置できない

等、やむを得ない場合に限ってﾊｯﾁﾀﾗｯﾌﾟ等を設置することとする。昇降

階段は2ｽﾊﾟﾝ以内とし、900mm以上の手摺、350～500mm中 

桟を取付ける。又、枠内に階段・通路部を併用する場合は、階段開口部

への落下防止手摺を設置する。尚、各昇降設備の間隔は原則30m以内と

する。 
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7  足場養生 ﾍﾟﾝｷ、斫り破片等の飛散落下を防止するために、足場の外側の全面をﾒｯ

ｼｭｼｰﾄ(白色又は黒色、清掃品) で囲う。 

8  落下物防止養生 建物の階数が6階以上の場合に、歩道・車路等の上空には、原則、朝顔

(折畳み可能な既製品等D=2,000mm)を設ける。 

やむを得ない場合や建物の階数が5階以下（6階以上がｾｯﾄﾊﾞｯｸしている

場合も含む）の場合には、仮設資材を使用した防護棚(落下防止棚D＝

1,000mm)を設ける。 

9  開口部養生 出入口等の開口部には落下防止の為、落下防止棚(新品ｺﾝﾊﾟﾈ)等を設け

る。 

10  足場出入口 原則、足場昇降設備1階(地上階)出入口にはｵｰﾄﾛｯｸ機能付仮設扉(ｸﾗﾚｽﾄﾞｱ

同等品)を設置し、緊急時避難の際は容易に開錠出来る様にする。 

11  水平養生 建物と足場の開口部には、所轄労働基準監督署の規定に従い、水平養生

について2段毎及び各階上裏面に合わせてﾌﾞﾗｹｯﾄ式ﾗｯｾﾙﾈｯﾄを張る。但

し、所轄労働基準監督署の指導に従う。尚、建物最上部には、必ずﾗｯｾﾙ

ﾈｯﾄを設ける。 

12  侵入防止養生 足場仮設の最下部より一層目については防犯の為、原則、設置可能な部

分に養生金網を取付ける。 

13  足場解体後の作業 高さ2m以上で作業する場合、高さ900mm以上の手摺(中桟入り・ｽﾀﾝｼｮﾝ

等)を設置する。 
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B． 【ﾋﾞﾙ工事用ｸｻﾋﾞ緊結式足場】 

1  足場高さ 原則、高さ31m以下とする。※低層用を除く 

2  許容積載荷重 建地幅900mm以上1,500mm以下 

建地幅400mm以上900mm以下 

：400Kg以下 

：200Kg以下 

3  墜落防止措置 墜落防止措置として、足場外側に高さ850mm以上の手摺、350mm以上

500mm以下の位置に中桟を設置する。但し、墜落の恐れが有る場合は

上記仕様を足場外側及び内側に設置する。 

又、床材と建地との隙間は120mm未満とする。 

4  足場の最上層立上り 建物最上部よりH=900mm以上とする。 

5  足場繋ぎ ｱﾝｶｰはｽﾃﾝﾚｽ製とし、先端を躯体面より10mm以上埋め込む。 

又、足場繋ぎ1段目は、地上より5m以下に取付とし、2層2ｽﾊﾟﾝ以内とす

る。尚、建物最上部には、必ず足場繋ぎを設ける。 

ｺﾝｸﾘｰﾄ打放し面、石材調仕上面に繋ぎをとる場合は、ﾌﾟﾚｰﾄｱﾝｶｰを使用

する。使用するﾌﾟﾚｰﾄｱﾝｶｰは、ｺﾝｸﾘｰﾄ打放し面、石材調仕上面へはゼン

技研(株)RCT-107程度又は同等品、吹付ﾀｲﾙ面へはRCT-88程度又は同等

品とする。但し、所轄労働基準監督署の指導に従う。また、足場繋ぎ撤

去後の跡補修は3-4.躯体補修工事 足場繋ぎ跡補修による。 

 

 

 

 

参照：ゼン技研(株)ｶﾀﾛｸﾞより 

6  足場昇降設備 原則、昇降設備は昇降階段を設置すること。W=900mm以上の枠組足場

が設置できない場合や梁枠設置のため地上まで昇降階段が設置できない

等、やむを得ない場合に限ってﾊｯﾁﾀﾗｯﾌﾟ等を設置することとする。昇降

階段は2ｽﾊﾟﾝ以内とし、900mm以上の手摺、350～500mm中桟を取付け

る。又、枠内に階段・通路部を併用する場合は、階段開口部への落下防

止手摺を設置する。尚、各昇降設備の間隔は原則30m以内とする。 

7  足場養生 ﾍﾟﾝｷ、斫り破片等の飛散落下を防止するために、足場の外側の全面をﾒｯ

ｼｭｼｰﾄ(白色又は黒色、清掃品) で囲う。 

8  落下物防止養生 建物の階数が6階以上の場合に、歩道・車路等の上空には、原則、朝顔

(折畳み可能な既製品等D=2,000mm)を設ける。 

やむを得ない場合や建物の階数が5階以下（6階以上がｾｯﾄﾊﾞｯｸしている

場合も含む）の場合には、仮設資材を使用した防護棚(落下防止棚D＝

1,000mm)を設ける。 

9  開口部養生 出入口等の開口部には落下防止の為、落下防止棚(新品ｺﾝﾊﾟﾈ)等を設け

る。 

10  足場出入口 原則、足場昇降設備1階(地上階)出入口にはｵｰﾄﾛｯｸ機能付仮設扉(ｸﾗﾚｽﾄﾞｱ

同等品)を設置し、緊急時避難の際は容易に開錠出来る様にする。 

11  水平養生 建物と足場の開口部には、所轄労働基準監督署の規定に従い、水平養生

について2段毎及び各階上裏面に合わせてﾌﾞﾗｹｯﾄ式ﾗｯｾﾙﾈｯﾄを張る。但

し、所轄労働基準監督署の指導に従う。尚、建物最上部には、必ずﾗｯｾﾙ

ﾈｯﾄを設ける。 
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12  侵入防止養生 足場仮設の最下部より一層目については防犯の為、原則、設置可能な部

分に養生金網を取付ける。 

13  足場解体後の作業 高さ2m以上で作業する場合、高さ900mm以上の手摺(中桟入り・ｽﾀﾝｼｮﾝ

等)を設置する。 
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C． 【単管ﾌﾞﾗｹｯﾄ及び単管抱き足場】 

      単管ﾌﾞﾗｹｯﾄ及び単管抱き足場は二段手摺とする。 

1  足場高さ 原則、高さ15m以下とする。それを超える場合は、関係法令に則り、強度

計算を実施し安全の確認を行う。尚、建地の下端に作用する設計荷重が最

大使用荷重(建地が破壊に至る荷重の1/2以下)を超える場合の15mを超え

る建地は、2本組とする。 

2  許容積載荷重 150Kg以下  

3  墜落防止措置 墜落防止措置として、足場外側に高さ900mm以上の手摺、350mm以上

500mm以下の位置に中桟を設置する。但し、墜落の恐れが有る場合は上

記仕様を足場外側及び内側に設置する。 

4  足場の最上層立上り 建物最上部よりH=900mm以上とする。 

5  足場繋ぎ ｱﾝｶｰはｽﾃﾝﾚｽ製とし、先端を躯体面より10mm以上埋め込む。 

又、足場繋ぎ1段目は、地盤面より300mm～500mmに取付とする。2段目

以降は2層2ｽﾊﾟﾝ以内とし、建地・布交差付近に取付けとする。尚、建物

最上部には、必ず足場繋ぎを設ける。 

ｺﾝｸﾘｰﾄ打放し面、石材調仕上面に繋ぎをとる場合は、ﾌﾟﾚｰﾄｱﾝｶｰを使用す

る。使用するﾌﾟﾚｰﾄｱﾝｶｰは、ｺﾝｸﾘｰﾄ打放し面、石材調仕上面へはゼン技研

(株)RCT-107程度又は同等品、吹付ﾀｲﾙ面へはRCT-88程度又は同等品とす

る。但し、所轄労働基準監督署の指導に従う。また、足場繋ぎ撤去後の跡

補修は3-4.躯体補修工事 足場繋ぎ跡補修による。 

 

 

 

 

参照：ゼン技研(株)ｶﾀﾛｸﾞより 

6  足場昇降設備 原則、昇降設備は二側足場部に設置するものとし、やむを得ぬ場合、一側

足場部にﾌﾞﾗｹｯﾄ用ﾊｼｺﾞ等で昇降設備を設置することとする。尚、各昇降設

備の間隔は原則30m以内とする。 

7  足場養生 ﾍﾟﾝｷ、斫り破片等の飛散落下を防止するために、足場の外側の全面をﾒｯｼｭ

ｼｰﾄ(白色又は黒色、清掃品) で囲う。 

8  落下物防止養生 歩道・車路等の上空には、原則、仮設資材を使用した防護棚(落下防止棚

D＝1,000mm)を設ける。 

9  開口部養生 出入口等の開口部には落下防止の為、落下防止棚(新品ｺﾝﾊﾟﾈ)等を設け

る。 

10  足場出入口 原則、足場昇降設備1階(地上階)出入口にはｵｰﾄﾛｯｸ機能付仮設扉(ｸﾗﾚｽﾄﾞｱ

同等品)を設置し、緊急時避難の際は容易に開錠出来る様にする。 

11  水平養生 建物と足場の開口部には、所轄労働基準監督署の規定に従い、水平養生に

ついて2段毎及び各階上裏面に合わせてﾌﾞﾗｹｯﾄ式ﾗｯｾﾙﾈｯﾄを張る。但し、所

轄労働基準監督署の指導に従う。尚、建物最上部には、必ずﾗｯｾﾙﾈｯﾄを設

ける。 

12  侵入防止養生 足場仮設の最下部より一層目については防犯の為、原則、設置可能な部分

に養生金網を取付ける。 
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13  足場解体後の作業 高さ2m以上で作業する場合、高さ900mm以上の手摺(中桟入り・ｽﾀﾝｼｮﾝ

等)を設置する。 

※【単管ﾌﾞﾗｹｯﾄ及び単管抱き足場】の使用可能範囲の明確化 

労働安全衛生規則第 561 条の 2(2024.4.1 施行)に則し、幅が 1ｍ以上の箇所において足場を使用すると

きは、原則として本足場を使用する。幅とは、足場を設ける床面において、建築物等外面を起点とした

梁間方向の水平距離を指す。尚、幅が 1ｍ未満の場合であっても、可能な限り本足場を使用する様務め

る。障害物等により本足場を使用する事が困難な場合は、十分に安全性を確認した上で使用可とする。

「障害物等により本足場を使用する事が困難な場合」の具体例等その他詳細は、厚生労働省基発 0134

第 2号令和 5 年 3月 14 日参照の事。 
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（2） 災害防止 

① 作業上の内外を問わず工事実施に伴う危険防止・騒音防止・公害防止・風水害防止対

策等のため関係法規に従って、常に遺漏のないように養生等の方策をとる。他に損害

を与えた場合はその責任を受注者が負う。 

② 安全管理者を選定し、災害防止につとめる。尚、安全管理者は現場所長、又は工事責

任者が兼務することが出来る。 

③ 受注者は資材搬出入時にｸﾚｰﾝ車を使用する場合や足場設置解体時は、保安員を配置す

る。又、資材搬出入時等重機や輸送車が道路・歩道横断する際の第三者災害防止の為、

必要に応じて保安員を配置する。 

 

（3） 足場解体 

足場解体は足場を必要とする工事の完了検査後に解体し、解体後は敷地の清掃・地均しを

して、現状復旧する。また、足場の解体時期については、定期報告会にて予め発注者に報

告を行う。 

 

（4） 発注者の足場使用 

工事に支障のない限り発注者は、調査・検査のために足場を使用出来る。但し、発注者及

び発注者の指定する者が足場を使用する場合は傷害保険等に加入するものとし、その費用

は受注者負担とする。 
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３－３．シーリング工事 

（1） 工事範囲 

内訳明細書によるものとする。 

 

（2） 一般事項 

① 材料は発注者の確認を受けた材料とし、開封しないまま現場に搬入する。 

② 材料の保管については、高温多湿・直射日光を避け、雨露が当たらぬ様、消防法令の

取扱い規則に基づき火災に注意し、災害防止を特に注意し、専用の材料置場を設ける。 

③ 材料入れは丸缶とし、主材と硬化剤は専用のｶｸﾊﾝ機でﾒｰｶｰ所定のｶｸﾊﾝ時間で混合する。 

 

（3） 気象状況及び環境 

以下の場合は、原則として施工を中止する。 

① 降雨・降雪の場合。又、施工途中において降雨・降雪になった場合は速やかに該当箇

所を養生し、作業を中止する。 

② 湿度85％以上の場合。 

③ 低温(被着体5℃以下)時の場合。(やむを得ず作業を行う場合は、仮囲い・ｼｰﾄ覆い等

による保温又は遮冷を行う等必要な措置をとる。) 

 

（4） 既存ｼｰﾘﾝｸﾞ材の撤去 

① 既存ｼｰﾘﾝｸﾞ材は接着界面からｶｯﾀｰﾅｲﾌ等で、接着界面のﾓﾙﾀﾙ面はﾜｲﾔｰﾌﾞﾗｼ等で、出来

る限り除去し、清掃する。 

② 目地溝は圧縮空気等を吹きかけ念入りに清掃する。 

③ 撤去した材料の片付け清掃は入念に行う。 

④ 表面のｺｹ・ﾚｲﾀﾝｽ等の汚れはｹﾚﾝ等を行い、出来る限り除去する。 

⑤ 改修ｼｰﾘﾝｸﾞ材のﾌﾟﾗｲﾏｰ塗布(改修用ｼｰﾘﾝｸﾞ材専用ﾌﾟﾗｲﾏｰ) 。ﾊﾞｯｸｱｯﾌﾟ材を撤去した場

合は、ﾊﾞｯｸｱｯﾌﾟ材を再充填後、ﾌﾟﾗｲﾏｰ塗布(改修用ｼｰﾘﾝｸﾞ材専用ﾌﾟﾗｲﾏｰ)。 

⑥ ｼｰﾘﾝｸﾞ材充填(改修用ｼｰﾘﾝｸﾞ材 )  

⑦ ﾊﾞｯｸｱｯﾌﾟ材は、著しい劣化部のみ打ち替えとする。 

 

（5） 既存ｼｰﾘﾝｸﾞ材(軟化・油性)の撤去 

① 既存ｼｰﾘﾝｸﾞ材をｶｯﾀｰﾅｲﾌや金ﾍﾞﾗ、電動工具等で出来る限り除去する。 

(作業箇所周辺含め霧吹き等で水湿しを行ない、ｼｰﾘﾝｸﾞ材の付着軽減を併用する) 

② 清掃溶剤で既存ｼｰﾘﾝｸﾞ材を極力残らないように拭く。  

(清掃溶剤：接着面が一般的なｱﾙﾐｻｯｼ・ﾀｲﾙ・ﾓﾙﾀﾙの場合、ﾄﾙｴﾝを使用。常温乾燥型塗

料を塗装してあるような鋼製建具と取合う目地はｲｿﾌﾟﾛﾋﾟﾙｱﾙｺｰﾙなど溶解力の弱いも

のを使用する) 

③ 清掃溶剤の乾燥(10分以上)  

④ 改修ｼｰﾘﾝｸﾞ材のﾌﾟﾗｲﾏｰ塗布(改修用ｼｰﾘﾝｸﾞ材専用ﾌﾟﾗｲﾏｰ) 。ﾊﾞｯｸｱｯﾌﾟ材を撤去した場

合は、ﾊﾞｯｸｱｯﾌﾟ材を再充填後、ﾌﾟﾗｲﾏｰ塗布(改修用ｼｰﾘﾝｸﾞ材専用ﾌﾟﾗｲﾏｰ)。 

⑤ ｵｰﾌﾟﾝﾀｲﾑ(30分以上)  

⑥ ｼｰﾘﾝｸﾞ材充填(改修用ｼｰﾘﾝｸﾞ材 )  
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（6） ｼｰﾘﾝｸﾞ工事  

① ｼｰﾘﾝｸﾞ材は原則として次の種類とする。 

塗料等が被覆する場合 2液型ｳﾚﾀﾝ系ｼｰﾘﾝｸﾞ材(ﾉﾝﾌﾞﾘｰﾄﾞ型) 

露出仕上の場合 
W=5以上 2液型変成ｼﾘｺﾝ系ｼｰﾘﾝｸﾞ材 

W=5未満 ﾎﾟﾘｻﾙﾌｧｲﾄﾞ系ｼｰﾘﾝｸﾞ材 

② 他の工事との関連により、ｼｰﾘﾝｸﾞ材の表面が汚染した場合は、既に硬化した部分を取

り除き、新しい材料を充填して平滑に仕上げる。 

③ 手摺支柱等躯体埋込部のｼｰﾘﾝｸﾞ材は根元廻りの支柱を充分にｹﾚﾝ・清掃してから、ｼｰﾘ

ﾝｸﾞ材の三角打をする。 

④ 金物廻りはｹﾚﾝ・清掃し、ｼｰﾘﾝｸﾞ材を三角打する。 

⑤ ｼｰﾘﾝｸﾞ材の選定にあたっては、塗料ﾒｰｶｰと打合せの上、可塑剤による塗膜汚染の無い

事を確認する。(場合によっては試験施工を実施する) 

⑥ ﾉﾝﾌﾞﾘｰﾄﾞ型ｳﾚﾀﾝ系ｼｰﾘﾝｸﾞ材は露出部への充填ﾐｽを防止するため、出来る限り変成ｼﾘｺﾝ

系ｼｰﾘﾝｸﾞ材の仕上色と異なる色彩を選定する。 

⑦ ｼｰﾘﾝｸﾞ材の可塑剤が塗膜を汚染する恐れがある場合は、ｼｰﾘﾝｸﾞ材充填後、可塑剤移行

防止剤を塗布する。 

⑧ 納まり上、ｼｰﾘﾝｸﾞの施工が必要な部位への新設及び、内訳項目に無い軽微なｼｰﾘﾝｸﾞの打替え

は、雑ｼｰﾘﾝｸﾞとして施工する。  

 

（7） ｼｰﾘﾝｸﾞ材製造会社  

本工事に使用するｼｰﾘﾝｸﾞ材は下記の製造会社の製品又は同等以上の製品とする。 

①コニシ(株) ②サンスター技研(株) ③セメダイン(株) 

④シーカ・ジャパン(株) 
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３－４．外壁調査工事 

（1） ﾏｰｷﾝｸﾞ及び補修箇所図面 

補修に先立ち足場設置後、目視・打診調査の上、不具合箇所を確認の出来る色の水性ﾁｮｰｸ

又は水性ｻｲﾝﾍﾟﾝ(三菱鉛筆(株)ﾕﾆ・ﾎﾟｽｶ)にてﾏｰｷﾝｸﾞし、そのﾏｰｷﾝｸﾞした場所を図面にﾌﾟﾛｯﾄ

する。ﾏｰｷﾝｸﾞ完了後、又は一部補修工事完了後の時点において実数精算量を発注者に報告

する。 

 

（2） 既存塗装塗膜の付着力確認 

外壁及び上裏塗装面各部位の仕上げ材付着力強度を実測し、塗り重ねが可能かを確認する。

付着力試験は東西南北の壁面各1ヶ所、上裏面計3ヶ所程度とする。試験結果が必要付着力

未満であった場合は、その対処方法について発注者と協議の上、決定する。 
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３－５．躯体補修工事 

本工事はｺﾝｸﾘｰﾄ構造物及びﾀｲﾙ仕上のｸﾗｯｸ・浮き・欠損部分に樹脂注入や樹脂ﾓﾙﾀﾙを用い

て、止水・防食機能を回復させる工事とする。 

 

（1） ﾓﾙﾀﾙ浮き補修 

1 範囲 界面剥離によるﾓﾙﾀﾙ浮きのみられる箇所 

2 孔あけ 

ｺﾝｸﾘｰﾄ専用の電気ﾄﾞﾘﾙで、径6～10mm、深さはｺﾝｸﾘｰﾄ面より20mm程度

にあける。孔あけ位置は浮きの状態等を確認し200～300mm間隔で、㎡

あたり16本孔とし、ﾓﾙﾀﾙ笠木等狭幅部についてはmあたり6本孔とする。 

3 下地清掃 圧縮空気等を吹付け清掃する。 

4 養生 

注入の際、注入圧のためﾓﾙﾀﾙ層が膨らむ恐れのある場合は、ｱﾝｶｰﾎﾞﾙﾄで

仮止めするか斫り落とす。斫り落とした箇所はｺﾝｸﾘｰﾄ・ﾓﾙﾀﾙ欠損補修(※)

の仕様により補修する。 

5 注入 
手動式ｸﾞﾘｽﾎﾟﾝﾌﾟを用いてｴﾎﾟｷｼ樹脂注入材料を30～50g程度注入し、孔を

中心にして100～150mm直径に下部の注入口から注入する。 

6 ﾋﾟﾝﾆﾝｸﾞ 
剥落防止と補強のため、床面等を除き全ﾈｼﾞｽﾃﾝﾚｽﾋﾟﾝ(直径4mm)のﾋﾟﾝﾆﾝｸﾞ

を行う。ﾋﾟﾝ注入後、注入口に樹脂ﾓﾙﾀﾙ又はｴﾎﾟｷｼﾊﾟﾃを塗布する。 

 

（2） 鉄筋爆裂補修 

1 範囲 
鉄筋腐食によるｺﾝｸﾘｰﾄの欠損及び亀裂の入っている箇所と、錆汁の出てい

る箇所 

2 斫り 
腐食鉄筋廻りのｺﾝｸﾘｰﾄは入念に斫る。但し、主筋に達するような場      

合は発注者に報告を行い処理について協議する。 

3 錆ｹﾚﾝ ﾜｲﾔｰﾌﾞﾗｼ等を用いて出来るだけ錆を除去する。 

4 中性化防止 防錆効果をもつﾎﾟﾘﾏｰｾﾒﾝﾄﾍﾟｰｽﾄ又はｴﾎﾟｷｼ系ﾌﾟﾗｲﾏｰを塗布する。 

5 
ﾎﾟﾘﾏｰｾﾒﾝﾄ 

ﾓﾙﾀﾙ塗り 

斫り部はﾎﾟﾘﾏｰｾﾒﾝﾄﾓﾙﾀﾙで埋め戻す。防水ｱｺﾞ裏爆裂部の対応にて既存ｳﾚﾀ

ﾝ防水等にて防水処理があった場合、防水復旧まで行う。 

     

（3） 鉄筋爆裂補修(亜硝酸ﾘﾁｳﾑ工法) 

1 範囲 

鉄筋腐食によるｺﾝｸﾘｰﾄの欠損及び亀裂の入っている箇所と、錆汁の出てい

る箇所のうち、建設時の設計図書上のかぶり厚、それが無い場合は設計標

準のｶﾌﾞﾘ厚(20mm,30mm,40mm等)に満たない箇所 

2 斫り 
腐食鉄筋廻りのｺﾝｸﾘｰﾄは入念に斫る｡但し、主筋に達するような場合は、

発注者に報告を行い、処理について協議する。 

3 錆ｹﾚﾝ ﾜｲﾔｰﾌﾞﾗｼ等を用いて出来るだけ錆を除去する。 

4 中性化防止 亜硝酸ﾘﾁｳﾑ含有水溶液を塗布する。 

5 ﾍﾟｰｽﾄ塗り  亜硝酸ﾘﾁｳﾑ含有特殊ﾓﾙﾀﾙﾍﾟｰｽﾄを塗布する。 

6 ﾓﾙﾀﾙ塗り 
亜硝酸ﾘﾁｳﾑ含有特殊ﾓﾙﾀﾙで斫り溝を埋め戻す。防水ｱｺﾞ裏爆裂部の対応に

て既存ｳﾚﾀﾝ防水等にて防水処理があった場合、防水復旧まで行う。 
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【参考工法：田島ルーフィング(株) ﾘﾊﾞﾝﾌﾞ工法】 

※  亜硝酸ﾘﾁｳﾑ含有特殊ﾓﾙﾀﾙ(RVﾓﾙﾀﾙ)は、特殊SBR樹脂に亜硝酸ﾘﾁｳﾑを高濃度に添加し

たｴﾏﾙｼｮﾝ(RV混和剤)と、特殊ﾌﾟﾚﾐｯｸｽﾊﾟｳﾀﾞｰ(RVﾊﾟｳﾀﾞｰ)を混合して使用する化学機

能を持ったﾎﾟﾘﾏｰｾﾒﾝﾄﾓﾙﾀﾙとする。 

 RV－40S RV混和剤 

成 分 亜硝酸ﾘﾁｳﾑ水溶液 亜硝酸ﾘﾁｳﾑSBRｴﾏﾙｼｮﾝ 

外 観 透明青色 乳白色 

粘 度 10mpa・s以下 10mpa・s以下 

比 重 1.25±0.05 1.10±0.05 

Ｐ Ｈ 10.5±1.0 10.5±1.0 

有効分 25.0±1.0% 32.0±1.0% 

 

（4） ｺﾝｸﾘｰﾄ・ﾓﾙﾀﾙ欠損補修(※) 

1 範囲 ｺﾝｸﾘｰﾄ・ﾓﾙﾀﾙが剥落している場合、又は樹脂注入が困難なﾓﾙﾀﾙの浮き 

2 ｹﾚﾝ 露出面をｹﾚﾝ・清掃して、表面の汚れ・ﾚｲﾀﾝｽ等を完全に除去する。 

3 充填 

表面にﾌﾟﾗｲﾏｰを塗布し、乾燥後樹脂ﾓﾙﾀﾙを充填する。 

但し、欠落しているﾓﾙﾀﾙ層が厚い場合は付送り工法で施工する。付送り

厚は1回20mm以内とする。特に大きな剥落箇所(深さ50mm以上、長さ

150mm以上)は、全ﾈｼﾞｽﾃﾝﾚｽﾋﾟﾝとｴﾎﾟｷｼ樹脂併用によるﾋﾟﾝﾆﾝｸﾞを行い、

更に有効に定着させるためｽﾃﾝﾚｽﾜｲﾔｰを緊結する。 

     

（5） ｸﾗｯｸ補修(Uｶｯﾄｼｰﾘﾝｸﾞ充填工法) 

1 範囲 
塗装面ｺﾝｸﾘｰﾄ及びﾓﾙﾀﾙに発生した1mm幅以上のｸﾗｯｸ 

防水面ｺﾝｸﾘｰﾄ及びﾓﾙﾀﾙに発生した0.3mm幅以上のｸﾗｯｸ 

2 溝切り 
ﾀﾞｲﾔﾓﾝﾄﾞｶｯﾀｰを用いて目地部に沿って幅10mm、深さ10～15mm程度にU

ｶｯﾄする。 

3 下地清掃 圧縮空気等を吹き付け清掃する。 

4 充填 

ｶｯﾄ面にﾌﾟﾗｲﾏｰを塗布し、ﾉﾝﾌﾞﾘｰﾄﾞｳﾚﾀﾝ系ｼｰﾘﾝｸﾞ材を壁表面より2～3mm

面落ちさせて充填し、合成樹脂ｴﾏﾙｼﾞｮﾝ入りﾓﾙﾀﾙを塗り付け、平滑にす

る。 
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（6） ｸﾗｯｸ補修(自動低圧式ｶﾌﾟｾﾙ注入工法) 

1 範囲 塗装面ｺﾝｸﾘｰﾄ及びﾓﾙﾀﾙに発生した0.3mm幅以上のｸﾗｯｸ 

2 ｱﾀｯﾁﾒﾝﾄの設置 ｱﾀｯﾁﾒﾝﾄを接着剤にてmあたり6本程度取り付ける。 

3 養生 
注入の際、注入圧のため注入材が露出するのを防止するためにｸﾗｯｸの目

止めをする。 

4 注入 

ｸﾗｯｸ幅と躯体の厚さでｴﾎﾟｷｼ樹脂の適切な注入量を確認し、ｸﾗｯｸに沿って

100～150mm間隔に注入口から注入器具を用いてｴﾎﾟｷｼ樹脂注入材を低圧

で注入する。ｴﾎﾟｷｼ樹脂注入中は注入器具内の減量状態を確認して足りな

い場合は補充しながら、僅かでもｴﾎﾟｷｼ樹脂が残った状態で注入完了とす

る。注入完了後はｴﾎﾟｷｼ樹脂の硬化を確認して、注入器具及びｼｰﾙ材を除

去し注入口に樹脂ﾓﾙﾀﾙ又はｴﾎﾟｷｼﾊﾟﾃを塗布する。 

 

（7） ｸﾗｯｸ補修(ﾎﾟﾘﾏｰｾﾒﾝﾄﾍﾟｰｽﾄ擦り込み) 

1 範囲 塗装面ｺﾝｸﾘｰﾄ及びﾓﾙﾀﾙに発生した0.3mm幅未満のｸﾗｯｸ 

2 擦り込み ﾎﾟﾘﾏｰｾﾒﾝﾄﾍﾟｰｽﾄを擦り込む。 

 

（8） 脆弱塗膜撤去(手ｹﾚﾝ) 

1 範囲 既存塗装仕上げの外壁及び上裏の目視・打診検査による不具合箇所 

2 剥離 
皮ｽｷ等を用いて除去し、露出面は入念にｹﾚﾝ・清掃する。飛散しないよ

う、受注者は養生を行う。 

 

（9） 脆弱塗膜撤去(高圧水洗浄) 

1 範囲 高圧水洗浄で剥離できる脆弱塗膜 

2 剥離 

内部：漏水・漏電防止のために、ﾃﾞｯｷﾌﾞﾗｼ等でのﾌﾞﾗｯｼﾝｸﾞとする。 

外部：高圧水10～15N/mm2 (100～150㎏f/㎠)を壁面・上裏面からの距離

300mm以下で直角に噴射して洗浄・清掃する。 

※水洗い時にはｻｯｼのｸﾚｾﾝﾄを確実に締めるように居住者に注意し、直接ｻ

ｯｼに水を当てないように注意する。 

※旧塗膜を大量に含んだ水を排水溝に直接流さないよう、受注者は養生

を行う。 

 

（10）補修跡肌合せ  

1 範囲 躯体補修によって塗膜を撤去した箇所 

2 段差修正 旧塗膜の除去による仕上面の段差はｶﾁｵﾝ系ﾌｨﾗｰにより平滑処理を行う。 

3 下地処理 下地がｺﾝｸﾘｰﾄ･ﾓﾙﾀﾙ面の場合は、ｼｰﾗｰを塗布する。 

4 肌合せ 

旧塗装仕上材のﾊﾟﾀｰﾝに合わせて、塗装主材及びﾎﾟﾘﾏｰｾﾒﾝﾄﾓﾙﾀﾙにて補修

吹き又は補修塗りをする。 

※ｽﾀｯｺの場合は肌合せが困難な為、みきりの良い範囲まで剥す。 
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（11）足場繋ぎ跡補修  

A． 塗装面補修 

1 範囲 塗装面の足場繋ぎ跡 

2 
足場 

繋ぎ補修 

足場繋ぎ跡にｼｰﾘﾝｸﾞ材を充填後、周囲同色・同材の塗装仕上材で塗装す

る。 

 

（12）内壁下地補修  

1 範囲 内部廊下等の壁、上裏に見られるｸﾗｯｸ、傷等 

2 下地処理 ｸﾗｯｸ、傷等は合成樹脂ｴﾏﾙｼｮﾝﾊﾟﾃにて充填又は整形する。 

 

（13）下地清掃 

1 内部 漏水、漏電防止のために、ﾃﾞｯｷﾌﾞﾗｼ等でのﾌﾞﾗｯｼﾝｸﾞとする。 

2 外部 
高圧水10～15N/mm2(100～150㎏f/㎠)を壁面、上裏面からの距離300mm

以下で直角に噴射して洗浄する。 

3 素地調整 

部分的に付着しているｺﾞﾐ等は皮ｽｷ、ﾜｲﾔｰﾌﾞﾗｼ等で高圧水洗浄前に除去す

る。高圧洗浄時に各ﾄﾞﾚﾝ及び雨水桝の流水状態を確認する。確認後詰ま

りが認められた場合は、排水管洗浄等の実施について別途協議を行う。 

      

（14）躯体補修材製造会社 

本工事に使用する躯体補修材料は、下記の製造会社の製品又、は同等以上の製品とする。 

①アサヒボンド工業(株)     ②コニシ(株)      ③(株)ＤＧＰ    

④田島ルーフィング(株)   ⑤オバナヤ・セメンテックス(株)  

⑥ダントー(株) ⑦旭化成建材(株)      

⑧住友金属鉱山シポレックス(株)   ⑨クリオン(株)     

⑩ＦＳテクニカル(株)        ⑪日本化成(株)            

⑫シーカ・ジャパン(株) ⑬二瀬窯業 
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３－６．塗装工事 

（1） 一般事項 

① 種別、工程の仕様は(10)の塗装仕様を参照する。 

② 材料は発注者の確認を受けた製品とし、開封しないまま現場に搬入する。 

③ 塗料の保管については、危険物取扱者を選任し、災害防止に特に注意する。 

④ 色・艶・仕上げ等は、塗り見本を提出し決定する。 

⑤ 壁面・鉄部等の仕上塗装については、各工程毎に近似色による色変えを行う。尚、既

存が厚付仕上塗材で段差が著しく大きく、本仕様工程で色変えが困難な場合は同色と

する。 

⑥ 特記により防火材料の指定がある場合は、建築基準法に基づき指定又は認定を受けた

ものとする。特に、屋内廊下・屋内階段・ｴﾝﾄﾗﾝｽﾎｰﾙ等で建築基準法上の排煙設備を

下記施行令・告示の適用で内装制限対応としている場合、不燃材料認定を受けている

材料とする。 

・建築基準法施行令第１２６条の２ 

・平成１２年建設省告示第１４３６号四号ニ 

 

（2） 塗料の調整 

① 本工事で使用する塗料は原則として塗料ﾒｰｶｰで調色された物を使用する。 

② 塗料は使用に際し底部より均一にかき混ぜ均質にする。 

③ 水系塗料は清水にて希釈し、その他は指定されたうすめ液にて希釈する。希釈剤は原

則として塗料と同一ﾒｰｶｰの製品を使用する。 

 

（3） 気象状況及び環境 

下記の場合は原則として施工を避ける。 

① 気温が5℃以下の時。 

② 湿度が85％以上の時。 

③ 降雨、降雪時又は塗装後乾燥までに、その恐れがある時。 

④ 強風で塗装面にﾎｺﾘの付着する恐れがある時。 

⑤ 炎天で被塗物温度が高くなり塗面に気泡を生じる時。 

 

（4） 被塗面の状況 

下記の場合は原則として施工を避ける。 

① 被塗面に湿気があり含水率が高い時。 

② 被塗面に結露する恐れがある時。 

 

（5） その他の塗装上の注意 

① 塗膜厚が均等になるよう塗装すると共に、塗装困難な箇所も注意して塗装をする。 

施工に伴う脱着工事については、2.一般共通仕様書 (12)施工伴う脱着工事による。 

照明器具は取外し設置されていた面を塗装し完了後、速やかに取付ける。 

② 被塗物の形状・塗料の種類によって塗装方法を考慮し、適正な塗装を行う。 

③ 表面のｺｹ・ﾚｲﾀﾝｽ等の汚れはｹﾚﾝ等を行い、可能な限り除去する。 

④ 表面に貼られているｼｰﾙ類は、ｹﾚﾝ時に剥がし、塗装後に既存同等品にて貼り戻す。文

字書きについても同様にｶｯﾃｨﾝｸﾞｼｰﾄ等にて復旧する。尚、ｼｰﾄ撤去後に発生した段差



- 27 - 

 

については⑻鉄部下地処理に準ずる。 

 

（6） 災害防止衛生管理 

水系塗料を除いて危険物に指定されている塗料・うすめ液は、すべて関連法規を守り保管

使用する。 

 

（7） 養生 

① 開口部等は日常生活に支障が生じないように極力注意を払い養生する。又、不用部分

に付着した塗料は除去する。 

② 廊下・ﾊﾞﾙｺﾆｰ等にあるｴｱｺﾝ室外機・BSｱﾝﾃﾅ・物置・植木・ｳｯﾄﾞﾃﾞｯｷ・人工芝及びﾀｲﾙ

等の私物の移動・処理、網戸の取外しは、各居住者の責任(費用負担含む)において行

う。但し、ｴｱｺﾝ室外機については床置架台方式で簡易に移動可能なものについては受

注者の負担で行う。 

③ 給湯器、暖房機等の給排気筒の養生は不燃性のものとし、塗装時間のみとする。それ

以外の時間は撤去する。又、給排気筒の周辺には可燃性の材料は置かない。 

④ ﾊﾞﾙｺﾆｰ側と開放廊下側の窓は安全上、同時に養生してはならない。又、ｶﾞｽを使用す

る付近の換気口及び窓は換気出来るように養生する。 

⑤ 高圧水洗浄時は室内に水が入らないように養生すると共に、各居住者に窓のｸﾚｾﾝﾄの

施錠、換気ﾚｼﾞｽﾀｰの養生等の確認を水洗浄前に必ず行う。 

⑥ 高圧水洗浄及び塗料他飛散物で車輌等を汚さないよう充分養生を行う｡ 

⑦ 居住者動線と絡む部分の塗装工事は1回あたりの施工範囲を最小限に工区分けをし、

生活の支障とならない配慮、及び養生その他仮設費用が最小限となるよう配慮する。 
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（8） 鉄部下地処理 

本工事の素地調整種別はRA種～RC種を適用する。 

RA種・RB種ｹﾚﾝが追加で必要な箇所があった場合は発注者と協議の上、決定する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（9） 塗料製造会社 

本工事に使用する塗料は下記の製造会社の製品又は同等以上の製品とする。 

①関西ペイント(株) ②日本ペイント(株)          ③日本特殊塗料(株) 

④エスケー化研(株) ⑤ＡＧＣコーテック(株)    ⑥神東塗料(株)  

⑦大日技研工業(株) ⑧大阪ガスケミカル(株)     ⑨ローバル(株)        

⑩菊水化学工業(株)     ⑪アイカ工業(株) 

⑫シーカ・ジャパン(株) 

 

工種 
素地調整種別 塗料 

その他 
面の処理方法 

RA 種 RB種 RC 種 

１ 
既存塗膜の 

除去 

○ ― ― ― 
ﾃﾞｨｽｸｻﾝﾀﾞｰ、ｽｸﾚｰﾊﾟｰ等により、塗膜、さび

を全面除去する。 

― ○ ― ― 
ﾃﾞｨｽｸｻﾝﾀﾞｰ、ｽｸﾚｰﾊﾟｰ等により、劣化してぜ

い弱な部分、さび等を除去し、活膜は残す。 

2 
汚れ、付着

物除去 
○ ○ ○ ― 

素地を傷付けないようにﾜｲﾔｰﾌﾞﾗｼ等により除

去する。 

3 油類除去 ○ ○ ― ― 溶剤拭き 

4 研磨神ずり 

○ ○ ― 

研磨紙 

P120～

220 全面を平らに研磨し、研磨かす等を除去す

る。 

― ― ○ 

研磨紙 

P240～

320 

※新規鉄鋼面に塗装する場合は、RA 種とし、工程 1 を省略し、工程 4 をﾌﾞﾗｽﾄ処理によるさび落とし

又はﾃﾞｨｽｸｻﾝﾀﾞｰ、ｽｸﾚｰﾊﾟｰ等によるさび落としとする。 

現状 

ケレン後 

塗装後 

(発錆) 
(劣化塗膜) 

錆を落とし、活膜は残し段差は出

来るだけなめらかとするが、塗膜

の段差は発生します。 
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（10）主たる塗装仕様 

ｴﾎﾟｷｼｴﾏﾙｼｮﾝ下塗塗料、水性微弾性ﾌｨﾗｰ、高耐候性一液水性ｱｸﾘﾙｼﾘｺﾝ樹脂塗料仕上 

【可とう形改修塗材Ｅ(厚付)】 

塗装部位：一般外壁 

工程 項目 使用材料 回数 
塗布量 

(kg/㎡) 
塗装間隔 塗装方法 

1 素地調整 躯体補修仕様書による。     

2 下  塗 ｴﾎﾟｷｼｴﾏﾙｼｮﾝ下塗塗料 1 0.13～0.20 4時間 ﾛｰﾗｰ 

3 中  塗 水性微弾性ﾌｨﾗｰ 1 0.80～1.50 ８時間 多孔質ﾛｰﾗｰ 

4 上  塗 高耐候性一液水性ｱｸﾘﾙｼﾘｺﾝ樹脂

塗料 

1 0.13 2時間 ﾛｰﾗｰ 

5 上  塗 高耐候性一液水性ｱｸﾘﾙｼﾘｺﾝ樹脂

塗料 

1 0.13  〃 

※関西ペイント(株)  下塗：ｱﾚｽ水性ｴﾎﾟﾚｼﾞﾝ 

 中塗：ｱﾚｽﾎﾙﾀﾞｰHG 

 上塗：ｱﾚｽｸｰﾙﾌﾟﾗｽｳｫｰﾙ水性Si  程度又は同等品とする 

  (参考) 東京都建築工事標準仕様書 

  

 

 

 

水性ｼｰﾗｰ、ｼﾘｺﾝ配合水性微弾性透湿型基礎巾木用塗料仕上 

塗装部位：基礎巾木 

工程 項目 使 用 材 料  回数 
塗布量 

(kg/㎡) 
塗装間隔 塗装方法 

1 素地調整 躯体補修仕様書による。     

2 下  塗 1液ｶﾁｵﾝ形水性ｼｰﾗｰ 1 0.13 2時間 ﾛｰﾗｰ又は刷毛 

3 中  塗 ｼﾘｺﾝ配合水性微弾性透湿型基礎

巾木用塗料 

1 0.3 

 

3時間  中毛ﾛｰﾗｰ又は刷毛 

4 上  塗 ｼﾘｺﾝ配合水性微弾性透湿型基礎

巾木用塗料 

1 0.3  〃 

※関西ペイント(株) 下塗：ｴｺｶﾁｵﾝｼｰﾗｰ 

 中塗･上塗：ｱﾚｽｷｿﾊﾊﾞｷｺｰﾄ 程度又は同等品とする 
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水性ｼｰﾗｰ、ｱｸﾘﾙ樹脂ｴﾏﾙｼｮﾝ塗料仕上【外装薄塗材E】 

塗装部位：RC上裏 

工程 項目 使 用 材 料 回数 
塗布量 

(kg/㎡) 
塗装間隔 塗装方法 

1 素地調整 躯体補修仕様書による。     

2 下  塗 水性ｼｰﾗｰ 1～2 0.10～0.30 2時間 ﾛｰﾗｰ又は刷毛 

3 上  塗 ｱｸﾘﾙ樹脂ｴﾏﾙｼｮﾝ塗料 1～2 0.80～1.60 24時間 〃 

※ﾛｰﾗｰ又は刷毛で施工するため、筋状の斑が生じます。また、ﾘｼﾝ吹付仕上よりも骨材が大幅に小さ

くなります。 

※エスケー化研(株)  下塗：水性ﾐﾗｸｼｰﾗｰｴｺ 

                            上塗：ｼﾎﾟﾛｰﾙ 程度又は同等品とする。 

 

 (参考)東京都建築工事標準仕様書 

 

 

ｱﾙﾐﾆｳﾑﾍﾟｲﾝﾄ仕上 

塗装部位：ｱﾝﾃﾅ支柱・ﾍﾞｰｽ 

工程 項目 使 用 材 料 回数 
塗布量 

(kg/㎡) 
塗装間隔 塗装方法 

1 素地調整 RB種ｹﾚﾝ     

2 下  塗 変性ｴﾎﾟｷｼ樹脂防錆ﾌﾟﾗｲﾏｰ 1 0.14～0.16 4時間 ﾛｰﾗｰ又は刷毛 

3 中  塗 ｱﾙﾐﾆｳﾑﾍﾟｲﾝﾄ 1 0.09 16時間 〃 

4 上  塗 ｱﾙﾐﾆｳﾑﾍﾟｲﾝﾄ 1 0.09  〃 

※関西ペイント(株)   下塗：ｽｰﾊﾟｰｻﾞｳﾙｽⅡ(2液形) 

  中塗・上塗：ﾌﾟﾗﾁﾅｲﾄR  程度又は同等品とする。 

 

変性ｴﾎﾟｷｼ樹脂防錆ﾌﾟﾗｲﾏｰ、弱溶剤ｳﾚﾀﾝ樹脂系塗料仕上【DP】 

塗装部位：一般共用鉄部 
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工程 項目 使 用 材 料 回数 
塗布量 

(kg/㎡) 
塗装間隔 塗装方法 

1 素地調整 RB種ｹﾚﾝ     

2 下  塗 変性ｴﾎﾟｼｷ樹脂防錆ﾌﾟﾗｲﾏｰ 1 0.14～0.16 4時間 ﾛｰﾗｰ又は刷毛 

3 中  塗 弱溶剤ｳﾚﾀﾝ樹脂系塗料 1 0.12～0.14 4時間 〃 

4 上  塗 弱溶剤ｳﾚﾀﾝ樹脂系塗料 1 0.12～0.14  〃 

※関西ペイント(株)   下塗：ｽｰﾊﾟｰｻﾞｳﾙｽⅡ(2液形)/ｻﾞｳﾙｽEXⅡ(1液形) 

 中塗・上塗：ｾﾗMﾚﾀﾝ  程度又は同等品とする。 

 

弱溶剤ｳﾚﾀﾝ樹脂系塗料仕上 

塗装部位：雨樋(樹脂製)、目隠しﾊﾟﾈﾙ 

工程 項目 使 用 材 料 回数 
塗布量 

(kg/㎡) 
塗装間隔 塗装方法 

1 素地調整 4種ｹﾚﾝ     

2 中  塗 弱溶剤ｳﾚﾀﾝ樹脂系塗料 1 0.12～0.14 4時間 ﾛｰﾗｰ又は刷毛 

3 上  塗 弱溶剤ｳﾚﾀﾝ樹脂系塗料 1 0.12～0.14  〃 

※関西ペイント(株)  中塗・上塗：ｾﾗMﾚﾀﾝ  程度又は同等品とする。 
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高濃度亜鉛末塗料仕上 

塗装部位：亜鉛ﾒｯｷ製品 

工程 項目 使 用 材 料 回数 
塗布量 

(kg/㎡) 
塗装間隔 塗装方法 

1 素地調整 赤錆：ﾃﾞｨｽｸｻﾝﾀﾞｰ等 

白錆：ﾜｲﾔｰﾌﾞﾗｼ等 

    

2 下  塗 高濃度亜鉛末塗料     

(常温亜鉛ﾒｯｷ) 

1 0.30 素地調整後 

2時間以内 

ﾛｰﾗｰ又は刷毛 

3 上  塗 高濃度亜鉛末塗料 

(常温亜鉛ﾒｯｷ) 

1 0.30 下塗り塗装後

30分以上 

〃 

※上記表内の数値は、温度20℃、湿度65％での標準値とする。 

※塗装面に他社の錆止め塗料などが塗装していないか確認する。 

※塗装間隔目安 

環境温度 5℃  10℃  20℃  30℃  40℃ 

塗装間隔 60分  40分  30分  10分   5分 

標準値：乾燥塗膜厚 40μm、湿度65% 

※ローバル(株)    高濃度亜鉛末塗料・常温亜鉛ﾒｯｷ  程度又は同等品とする。 
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（11）塗装見切り位置参考図 

 

玄関扉(表面) 玄関枠(表面) 一般扉(両面) 

   

一般扉(閉め見切り) PS・点検口扉(両面) PS・点検口扉(表面) 

   

平断面

立断面

建具廻りｼｰﾘﾝｸﾞ

ATｺﾞﾑ【横枠】

【扉】

建具廻りｼｰﾘﾝｸﾞ

ATｺﾞﾑ【上枠】

【扉】

【下枠】

平断面

立断面

建具廻りｼｰﾘﾝｸﾞ

ATｺﾞﾑ【横枠】

【扉】

建具廻りｼｰﾘﾝｸﾞ

ATｺﾞﾑ【上枠】

【扉】

【下枠】

平断面

立断面

建具廻りｼｰﾘﾝｸﾞ

【横枠】

【扉】

建具廻りｼｰﾘﾝｸﾞ

【上枠】

【扉】

【下枠】

平断面

立断面

建具廻りｼｰﾘﾝｸﾞ

【横枠】

【扉】

建具廻りｼｰﾘﾝｸﾞ

【上枠】

【扉】

【下枠】

平断面

立断面

建具廻りｼｰﾘﾝｸﾞ

【横枠】

【扉】

建具廻りｼｰﾘﾝｸﾞ

【上枠】

【扉】

【下枠】

平断面

立断面

建具廻りｼｰﾘﾝｸﾞ

【横枠】

【扉】

建具廻りｼｰﾘﾝｸﾞ

【上枠】

【扉】

【下枠】
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（12）不燃認定材料一覧表 

 

ﾒｰｶｰ 仕様 商品名 不燃材料認定番号 

関西ペイント

(株) 

水性ｼﾘｺﾝ樹脂塗料 ｱﾚｽ水性ﾜｲﾄﾞｸﾞﾘｯﾌﾟⅡ NM-8585 

ｱｸﾘﾙ樹脂ｴﾏﾙｼｮﾝﾍﾟｲﾝﾄ ﾋﾞﾆﾃﾞﾗｯｸｽ300S NM-8585 

艶有ｱｸﾘﾙ樹脂ｴﾏﾙｼｮﾝﾍﾟｲﾝﾄ ｱﾚｽｱｸｱｸﾞﾛｽ NM-8585 

シーカ・ジャ

パン(株) 

水性透湿型ｱｸﾘﾙ樹脂塗料 ﾀﾞｲﾔｽｰﾊﾟｰﾑｷﾛｰﾙ NM-8572 

ｱｸﾘﾙ樹脂ｴﾏﾙｼｮﾝﾍﾟｲﾝﾄ ﾀﾞｲﾔｱﾙﾃｯｸｽ#3000 NM-8585 

ｱｸﾘﾙﾘｼﾝ(骨材入り) ﾀﾞｲﾔEPﾘｼﾝ NM-8572 

けい酸質系平滑仕上塗材 ﾀﾞｲﾔSPｺｰﾄ/ﾀﾞｲﾔSPｺｰﾄ

撥水 

NM-8585 

水性ｾﾞﾛVOC内装用艶消塗料 ﾀﾞｲﾔｷﾄｻﾝｺｰﾄ NM-8585 

日本ペイント

(株) 

水性ｼﾘｺﾝ樹脂塗料 ﾉｷﾃﾝｴｰｽｾﾗ NM-8585 

水性透湿型ｱｸﾘﾙ樹脂塗料 

ｱｸﾘﾙ樹脂ｴﾏﾙｼｮﾝﾍﾟｲﾝﾄ 

水性ｹﾝｴｰｽ NM-8585 

1液ｶﾁｵﾝ形弱溶剤ｱｸﾘﾙ樹脂塗料 ｹﾝｴｰｽGⅡ NM-8585 

1液ｶﾁｵﾝ形低臭弱溶剤ｱｸﾘﾙ樹脂塗料 ｹﾝｴｰｽGｱｸﾄⅡ NM-8585 

艶有ｱｸﾘﾙ樹脂ｴﾏﾙｼｮﾝﾍﾟｲﾝﾄ ｵｰﾃﾞｺｰﾄGｴｺ NM-8585 

ｱｸﾘﾙﾘｼﾝ(骨材入り) ﾆｯﾍﾟﾘｼﾝ NM-8572 

ｱｸﾘﾙ樹脂ｴﾏﾙｼｮﾝゆず肌状塗料 ﾉｷﾃﾝｴｰｽ NM-8585 

ｾﾗﾐｯｸ・ｼﾘｺﾝ樹脂系意匠塗材 ｲﾝﾃﾞｨｱｰﾄｾﾗ NM-8572 

日本特殊塗料

(株) 

ｱｸﾘﾙ樹脂ｴﾏﾙｼｮﾝﾍﾟｲﾝﾄ ｼﾙﾋﾞｱﾉｷｸﾘｰﾝ NM-8585 

エスケー化研

(株) 

ｱｸﾘﾙ樹脂ｴﾏﾙｼｮﾝﾍﾟｲﾝﾄ 水性ｴｺﾌｧｲﾝ艶消し NM-8585 

水性透湿型ｱｸﾘﾙ樹脂塗料 ﾉｷﾌﾚｯｼｭ NM-8572 

艶有ｱｸﾘﾙ樹脂ｴﾏﾙｼｮﾝﾍﾟｲﾝﾄ 水性ｴｺﾌｧｲﾝ艶有り NM-8585 

ｱｸﾘﾙﾘｼﾝ(骨材入り) ｼﾎﾟｶｹﾝDO NM-8572 

内装用ﾊﾟｰﾙｾﾗﾐｯｸ調装飾仕上げ塗材 ﾊﾟｰﾙｴﾚｶﾞﾝﾃ NM-8572 

菊水化学工業

(株) 

水性ｼﾘｺﾝ樹脂塗料 水系ﾌｧｲﾝｺｰﾄｼﾘｺﾝ NM-8585 

水性透湿型ｱｸﾘﾙ樹脂塗料 ﾉｷﾃﾝﾌｧｲﾝ NM-8585 

ｱｸﾘﾙ樹脂ｴﾏﾙｼｮﾝﾍﾟｲﾝﾄ 水系ﾌｧｲﾝｺｰﾄｴｺ NM-8585 

艶有ｱｸﾘﾙ樹脂ｴﾏﾙｼｮﾝﾍﾟｲﾝﾄ 水系ﾌｧｲﾝｺｰﾄｴｺ(艶有) NM-8585 

ｱｸﾘﾙﾘｼﾝ(骨材入り) ｷｸｽｲ ｺｰﾄﾘｼﾝ骨材入 NM-8572 
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３－７．建築他改修工事 

（1） 落下防止柵脱着工事(16号棟・23号棟) 

本工事は、躯体補修･ｼｰﾘﾝｸﾞ･塗装工事等の取合工事に伴い、設置されている落下防止柵を

取り外し、乾拭きにて清掃を行う工事とする。取り外したものは、清掃及び取合工事完了

後、速やかに取付ける。 

 

（2） ﾊﾞﾙｺﾆｰﾊﾟｰﾃｰｼｮﾝ避難誘導ｼｰﾙ張替工事(16号棟・23号棟)  

本工事は、ﾊﾞﾙｺﾆｰに取付けてある隔板について、隣戸への避難誘導を目的としてｱﾙﾐ箔製

避難誘導ｼｰﾙを貼る工事とする。使用材料は現状と同様仕様とし、隔板両面に避難ｼｰﾙが貼

ってある場合は現状と同様とする。廃番等により変更する場合は所轄消防署指導品とする。

指導等無い場合は、杉田エース(株)ｱﾙﾐ箔ｽﾃｯｶｰ213-636(150×400)程度又は同等品とする。 

 

       

杉田エース(株)  213-636 (150×400)       

 

（3） 外部階段補助手摺改修工事(16号棟・2３号棟)  

本工事は、外部階段に設置されている既存補助手摺を撤去・処分・撤去部補修をし、新規

にφ５０程度の手摺(SUS 製)を取り付ける工事とする。着工前に仕様及び施工図を提出し、

発注者の承認を得る。 

 


	外壁修繕･手摺改修工事仕様書
	目         次
	２．一 般 共 通 仕 様 書
	３．特 記 仕 様 書
	３－１．共通仮設工事
	３－２．足場仮設工事
	（1） 鋼製足場
	（2）  災害防止

	３－３．シーリング工事
	３－４．外壁調査工事
	３－５．躯体補修工事
	３－６．塗装工事
	（10）  主たる塗装仕様
	ｴﾎﾟｷｼｴﾏﾙｼｮﾝ下塗塗料、水性微弾性ﾌｨﾗｰ、高耐候性一液水性ｱｸﾘﾙｼﾘｺﾝ樹脂塗料仕上
	【可とう形改修塗材Ｅ(厚付)】
	水性ｼｰﾗｰ、ｼﾘｺﾝ配合水性微弾性透湿型基礎巾木用塗料仕上
	水性ｼｰﾗｰ、ｱｸﾘﾙ樹脂ｴﾏﾙｼｮﾝ塗料仕上【外装薄塗材E】

	（11）  塗装見切り位置参考図
	（12） 不燃認定材料一覧表

	３－７．建築他改修工事
	（1） 落下防止柵脱着工事(16号棟・23号棟)
	（2） ﾊﾞﾙｺﾆｰﾊﾟｰﾃｰｼｮﾝ避難誘導ｼｰﾙ張替工事(16号棟・23号棟)
	（3） 外部階段補助手摺改修工事(16号棟・2３号棟)



